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バ
ス
停
か
ら
旧
出
雲
街
道
を

西
に
２
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行

く
と
、
南
側
に
徳
守
神
社
が
あ

り
ま
す
。

　

徳
守
神
社
は
天
平
５
年
（
７

３
３
）
に
創
建
さ
れ
た
と
い
わ

れ
、
戦
国
時
代
に
戦
火
を
被
り

荒
廃
し
て
い
ま
し
た
。
慶
長
９

年
（
１
６
０
４
）、
津
山
藩
主
・

森
忠
政
は
津
山
城
築
城
に
先
立

ち
、
徳
守
神
社
社
殿
を
造
営
し

城
下
町
の
総
鎮
守
と
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
社
殿
は
寛
文
４
年

（
１
６
６
４
）
に
森
長
継
が
新

築
し
た
も
の
で
、
当
時
の
拝
殿
・

釣
殿
・
本
殿
の
３
棟
が
一
そ
ろ

い
で
残
っ
て
い
る
大
変
貴
重
な

も
の
で
す
。

　

拝
殿
は
、
正
面
に
突
き
出
た

部
分
（
向
拝
）
の
ほ
か
は
、
極

度
に
装
飾
性
を
抑
え
た
外
観
で

す
が
、
本
殿
は
か
な
り
派
手
さ

が
加
わ
り
ま
す
。
そ
れ
を
端
的

に
物
語
る
の
が
軒
下
の
組
物
で
、

尾
垂
木
の
先
端
の
象
鼻
形
の
彫

刻
や
花
模
様
の
籠
彫
り
な
ど
。

華
や
か
な
装
飾
性
の
要
素
が
見

受
け
ら
れ
る
江
戸
時
代
初
期
の

代
表
的
な
中
山
造※

の
建
築
で

す
。

　

津
山
ま
つ
り
（
６
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
で
は
社
殿
に
も
目
を
向

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
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